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感染者

入所施設利用者 通所利用者 職員

対応

事業所 外部
職員の状況

○ 保健所へ連絡、担当者来所

○ 発生フロアの全入居者に抗原
　 検査を実施

○ 前入居者、SS 利用者に PCR
　 検査を実施

○ 濃厚接触者となった職員 31人に
　 PCR 検査を実施

○ 保健所、県庁が来所、
　 DMAT 同席のもとで
　 施設内のゾーニングを
　 実施

○ 保濃厚接触者に該当しなかった
　 職員 1人に PCR 検査を実施

○ 濃厚接触者に該当しなかった
　 職員 53 人に PCR 検査を実施

○ 別事業所から看護師 2 人、
　 介護職 2 人の応援が入る

○ 3 階担当職員の中に利用者家族の
　 反対により出勤できなくなった人が
　 出る

○ 出勤可能な職員希望者に宿泊先を
　 準備

○ 法人内の別事業所から看護師 1人、
 　介護職 7人の応援

○ 法人内の別事業所から介護職
　 2 人の応援

○ 陰性濃厚接触者や出勤拒否職員と
　 連絡を取り、出勤の話し合いを継続

○ 職員に来所してもらい、復帰に向けた
　 説明会を開催

○ 全体に説明を行った後に、職員の
　 個別相談等を設け、ほとんどの職員の
　 復職意向が固まる、翌日以降に徐々に
　 復帰を行うこととなった

○ 濃厚接触者で自宅待機だった職員
　 2 人が復帰

○ 濃厚接触者で自宅待機だった職員
　 4 人が復帰

○ 法人内の別事業所から介護職
　 1 人が応援

○ 濃厚接触者で自宅待機だった職員 2人が
　 復帰

○ 退職者が出る

○ 他施設からのすべての応援派遣が終了

○ 2 階担当の介護職員、看護師全員が
　 出勤停止となる

○ 応援派遣要請施設保健所

○ 2 階のゾーニング解除

○ 濃厚接触者の健康観察期間終了

○ 施設内全体のレッドゾーン解除

○ 3 階のゾーニング解除

陽性
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ショートステイの受け入れ・
デイサービスの休止

ショートステイの受け入れ・
デイサービスの再開

DMAT 常駐開始

DMAT 常駐終了


